
［くまたろう推薦］（順不同。内容は省略した記述にしてあります。） 

（総評）今年は今までにも取り上げられてきた話題の中で、違った方向から挑戦したり、より詳しく試すために異なった手

法を使って調べたりした作品の中から、報告のまとめ方、写真やグラフの撮り方作り方がよく工夫されていた作品を紹介し

ています。皆さん、苦労の多い実験をとても一生懸命に挑戦しています。（くまたろう博士談） 

 

各タイトルの前にある★印の年度とタイトルは、当 HP で御紹介した過去の関連実験の報告です。今回御紹介している作品

とあわせて、ぜひ参考にしてください。 

 
★2012 年 くまたろう ３ 6 年 柳下 晴香 「あの青紫色は変化するのかー消化酵素アミラーゼと食物調味料の関わり」 

★2010 年 うさこ  4 年塩澤 麻友 「でん粉のりについて―いろいろなでん粉のりを作って、性質を比較する」 

★2009 年 中学  1 年 坂口 未希子「食品の天然と加工品の違いを探る」 

★2007 年 くまたろう  5 年 岩崎 莉乃 「色を分解してみると？-ペーパークロマトグラフィーの手法を用いて-」 

★2003 年 うさこ  3 年 菊池 遥香「消化ってなんだろう」 

★2003 年 類似  ５年 草間 貴大 ｢でんぷん調べ｣ 

★2003 年 類似  ５年 齋藤 知佳 「デンプン反応とでんぷんの形」 

★2002 年 類似  5 年 山田 悦子 「食べ物の色を調べてみよう」 

［くま推薦１］6年 三保 宇翔   バナナと酵素の研究 
[動機と目的] 

 
 

 [実験と結果 1] 

 
 



 
 

 
ご飯をつぶした液を容器に取り分けた１つに、ヨウ素液をかけると青紫色に反応した。でんぷんがある事が確認できた。 

つぎに、同じご飯をつぶした液に唾液を加えた液を用意して 1、3、６分後に反応を調べた。1 分後に反応があったが、3、

６分後は反応がなかった。 

 

 
 

 

 [実験と結果２]  



 
 

 
 

同様に７日目まで観察した。 

 

 
味の変化 

８日目のバナナが熟しすぎてしまい、実験に適さないと判断した。果肉が溶けて持つ事ができなかった。バナナを食べ比べ

た結果、７日目のバナナに変更。７日目のは 1日目よりやわらかく、甘みが強くなっていた。粘りがあり成分が変わった感

じがした。 

 

[実験と結果３] 



 
買ったばかりのバナナは、断面が青紫色に反応したので、でんぷんがあると言う事がわかった。熟した茶色のバナナは、反

応が出なかった。これはでんぷんがなくなった事を示している。 

それぞれの結果を撮影して記録した。 

 
 

 

 
 



 

 
 

 
 

 
1 分後、5分後、１０分後までは反応がある。２０分後はわずかに反応。 

いずれも写真を撮って比較した。 



 
［まとめと考察］ 

 
唾液がご飯粒のでんぷんを分解して甘くするのは、唾液の中に酵素が含まれているからだった。 

バナナが唾液と同じ働きをして、でんぷんを分解するのは、バナナの中にも同じ酵素が含まれているからだと考えられる。 

そこで、バナナと酵素について調べてみたら、でんぷんを分解する「アミラーゼ」と言う酵素がバナナには含まれていて、

これが唾液と同じ酵素である事がわかった。 

果物そのものの中に、酵素が含まれているとなると、他の果物にもいろいろな酵素が含まれているのではないか、いろいろ

な果物について、それを調べてみた。 

 

 
実験中にヨウ素液が紙にこぼれてしまった時や、ティッシュで拭いたときに、それらが青紫色になった。その事から、紙に

もでんぷんが含まれている事がわかった。 

 

[参考文献] 



  
生食野菜類のアミラーゼ活性 

http://repository.ul.hirosaki-u.ac./dspace/bitstrezm/10129/449313/Hirodaikyokakyoiku_17_49.pdf 

 

 

 
★ 2012 年 ユニーク  5 年 R. M. 「コップの音」 

★ 2010 年 ユニーク  3 年 井関 斐稔 「音のふしぎーもしもし聞こえますか」 

★ 2007 年 中学生  M１ M.T. 「グラスから音が出る仕組み」 

★ ★2003 年 うさこ  4 年 青木 結香 「げんと音程の関係」 

★ ★2002 年 ユニーク 3 年 小林凛子 「音の研究「カン」 

［くま推薦２］ ５年  N. K.  音について 

[動機と目的] 

   
 

 [実験と結果 1] 



   
 

 

 
 

引いた直線は１０秒で３５５０mになっている。計算すると、３５５０÷１０＝３５５となり、1秒間に音が進む距離は３

５５mになる。 

 

本で調べた音の速さの式に実験した時の気温３２℃を当てはめて計算した結果は３５１mになる。 

３つの「1秒間」に音が進む距離を比べてみる。 

①本で調べた距離 ３５１m 

②４つの場所での距離の平均 ３７１m 



③グラフで直線を引いて求めた距離 ３５５m 

②は大きく違っている。４つの場所は西武遊園地駅前が他の場所より大きく違う結果になった。平均するとその影響を大き

く受けてしまう。直線を引いて四つの場所の近くを通るようにして考えた物は余影響を受けていないから、③の方が①に近

い結果になったと思う。 

 

 [実験と結果２]  

  
５H ずつ音の高さを変えていって、ピアノの音と同じだと思った結果をまとめ、本で調べた値と表にして比較した。 

また、それを折れ線グラフにしてみた。 

 
折れ線は直線にならなかった。直線にならないのは、一定の間隔で音が高くなっていないと言う事だ。それはピアノの音の

高さは人間が決めたものだからだと思う。 

 

[実験と結果３] 



 
高さによって違うので、ふるえ方が一番強くなる音の高さを調べる。ホースの長さは４０cm から９０cm まで、１０cm ずつ

変えて調べ、その結果を表にまとめた。４０cm のホースはどの音の高さのときにふるえ方が一番強いか、はっきりわから

なかった。表の結果をグラフにしてみた。 

   
ふるえ方が一番強くなる音の高さは、ホースの長さによって違っていた。ホースが長くなる程、音の高さは低くなっていっ

た。考えてみたら、短いと高い音で、長いと低い音がする物は身の回りにたくさんあった。例えばリコーダーは穴をたくさ

んふさぐと低い音が出て、少ししかふさがないと、高い音が出る。木きんや鉄きんも板が長いと低い音が出て、板紙次回と

高い音が出る。 

 

全体を振り返って、音の性質を考察した。 

音の高さと振動の様子について、計算をしてみた。 

１０Hz の音は、１秒かんに１０回びりびりと振動するということ。また、花火の実験で音は１秒かんに約３５０m 進む事

がわかった。そこで、４２０m 離れた人が１０Hz の音を聞く様子と振動の様子（一回ゆれるのをビリマークで表し）を図

に書いた。 

そして計算した場合、ビリとビリの間の距離３５m、時間０．１秒となる。 

振動は１秒かんに１０回だから、ビリとビリの間隔は１０個あたりどれも同じなので、３５０m÷１０＝３５m 

同じように１秒÷１０＝０．１秒となる。 

このようにして、１００，２００，３００，４００，５００Hz の場合を計算した。 

この計算結果と、ホースの実験の結果を同じグラフに書いた。計算結果は直線では結べなかったので、自在定規を使って曲

線で結んだ。ホースの実験結果は、計算結果の曲線と同じではないが形が似ていた。 

そこで、計算結果の０．８倍、０．７倍、０．６倍を透けるグラフ用紙に書いて、実験結果を重ねあわせてみた。実験結果

に重なる曲線はなかったが、０．７倍と０．６倍の曲線の間にすべての実験結果が入った。 



 

[実験と結果４]  

 

  
 

 
[コラム] 



  
［感想］ 

全体を通して、いろいろな音の性質などがわかってよかった。また、音の速さのグラフで直線を引いても止めた距離や、音

の高さの自分で測った結果が、本で調べた数値とほとんど同じだった事に驚いた。 

ホースの実権では、ふるえ方が一番強くなる音の高さは、長さに寄って違う事を不思議に感じた。そして、この結果と違う

ものの結果（ビリとビリの間の距離）に結びつくところがある事にも驚いた。今度、雷が鳴ったら、その場所から、自分

がどの位はなれているか、時間を測ってみたいと思う。 

 

[参考文献] 

 
 

 
★2010 年 うさこ  6 年（牧野 仁美）「ふんばる 1円玉」   

★2002 年 くまたろう  5 年 細谷映麻理  「いろいろな浮き沈み」 

★2002 年 くまたろう  4 年 草間 貴大 「水とその他の物質の関係」 

★2003 年 ユニーク  5 年 匿名希望 「空き缶ボートを作る」 

★2005 年 類似   4 年 中村 光希 「水滴ができるわけ」 

★2007 年 高校生  Ｈ１～Ｈ２ 結城 明姫 「水流中における空気柱の発生についての研究」 

［くま推薦３］５年   竹川 愛咲  水の中で物がうくしくみ 

[動機と目的] 



  
水中の物に働く圧力について調べた。 

 

 [実験と結果 1] 

いろいろな物を水に入れて浮くかどうか確認する。 

軽そうな物は水に簡単に浮く、スポンジについては，水を吸ったらその分重くなって沈むと考えた。 

 
沈むもの・・・油粘土（球体）１０g、小麦粘土（球体）１０g、5 円玉、１０円玉、５０円玉、１００円玉、５００円玉、

鉛筆のしん、消しゴム小、消しゴム中、消しゴム大、ゼムクリップ 

 

浮力とは物体に対する上向きの圧力である為、水が接している面の大きさが大きい程、浮力が大きく働く。ここで沈んだ物

は、面の大きさ＜重さ となった為、浮力よりも沈む力（重力）の方が大きく、沈んだ事がわかった。 



 
浮いていたもの：鉛筆、スポンジについても、考察してみた。 

 

 [実験と結果２]  

粘土をいろいろな形にして、水の中に入れて浮くかどうか調べた。油粘土（素材：炭酸カルシウム、脂肪酸ナトリウム、油

脂）と小麦粘土（素材：小麦、水）について、予想して実験した。 

 
 

 

 

 



 
予想通り、船は水に浮かんだ。それは、船の内側は空洞になっていて、その分水に接している部分の大きさも大きい。接し

ている面が大きい分、浮力が大きくなった。船以外の形については、水に沈んだが、小麦粘土の平べったい物は少しだけ浮

いていた。実は同じ重さでも大きさが違い、それは素材の違いによる物だと思った。その為、大きい方が水に接している部

分が大きく、その分浮力が大きくなった。 

 

[実験と結果３] 

天秤をつくり、両端にそれぞれ１０gの粘土をつるした。片方の粘土は水の中に入れ、もう片方の粘土はそのまま宙に浮か

せた。水に入れた方の粘土に浮力が働き、軽くなった結果天秤は傾いた。 

 

[実験と結果４、５]  

 
天秤はどちらにしても傾かなかった。しかし、天秤を持っているときに、１０％の食塩水の方が軽く感じられた。それは、

浮力が水よりも食塩水の方が大きいからだと考えた。 

 

[実験と結果６] 

同様の天秤で、それぞれの粘土を水、２０％食塩水（水２００ml、食塩４０g）の中に入れる。 

食塩水の中に入れた粘土の方が軽くなり、天秤は水に入れた粘土の方へ傾いた。持っている間隔も明らかに軽く感じられた。 

食塩水の濃度が濃くなった事が関係しているはず。 

インターネットで調べた 



 
 

[実験と結果７] 

２０％食塩水と２０％砂糖水（水２００ml、砂糖４０g）の中に入れた。 

食塩水の方が軽くなり、天秤は砂糖水の方に傾いた。これは砂糖の方が溶けやすい事が関係していると考えた。それで、イ

ンターネットで調べたところ、水に同じ重さの砂糖や食塩を溶かした時、濃度が同じであっても、密度が違う。砂糖や食塩

の一粒の大きさと水への溶けやすさが関係。食塩水の方が、砂糖水より密度が濃いので、粘土が同じ量の水を押しのけてい

ても、食塩水の方が押しのけた水が重い事になる。 

 

［まとめと考察］ 

 
天秤の実験では何かを溶かした水の方が物を浮かせやすいと言う事がわかった。さらに溶かす物に寄っても、浮力の大きさ



は違う。もっといろいろ試したい。 

 

[参考文献] 

サントリー次世代環境教育「水育」のホームページ 

わかりやすい高校物理の部屋 

Yahoo 知恵袋 

コトバンク 

 

 
★2010 年 くまたろう 5 年（足達 穂波）  「水溶液って何だろう？」   

★2008 年 うさこ   4 年 林 勇太郎 「砂糖といろいろな水溶液」 
★2002 年 くまたろう 4 年 草間 貴大 「水とその他の物質の関係」 

［くま推薦３］４年   井關  淑乃  いろいろなものの溶け方 

 [動機と目的] 

図鑑でミョウバンの巨大結晶の写真を見て、きれいだったので興味を持った。そこで、台所に合った食塩、砂糖、片栗粉と、

ミョウバンの溶け方の違いを観察した。 

 

 [実験と結果 1] 

ミョウバン、食塩、砂糖、片栗粉を１０gずつそれぞれの容器に測っていれ、そこに２５℃の水を１５ml 加えてよく混ぜた。

上澄みをメスシリンダーで 5ml はかり、重さをはかった。また、それぞれ一滴スライドグラスに落とした。 

 
 

 



  
 

 [実験と結果２]  

７０℃に湧かした湯をそれぞれの容器に入れて固まらないようによくまぜ、同様に試験管にとりそのまま室内に於いて変化

を観察した。また、スライドグラスに１滴ずつ落とした。 

 
顕微鏡での両方の観察の結果を物質ごとに写真にまとめた。 



 
 

 
 

[実験と結果３] 



 
結果２からはミョウバンと砂糖は大きな結晶となることがわかった。食塩は同じような大きさの結晶ができた。１５℃と７

０℃を比べると、ミョウバンの結晶の量のさが一番多い。顕微鏡で１００倍に拡大して観察すると、食塩の結晶は正方形、

ミョウバンと砂糖は大きな一つの結晶となっていた。片栗粉は熱すると固まる事がわかった。 

 

 
出来上がった巨大結晶。種結晶からつくった。 

 

［まとめと考察］ 

ミョウバンは温度により溶ける量のさが大きく、再び結晶になると、大きな一つの結晶となる。 

明礬の結晶があまりに大きいので、重さを測定したところ２．４２gだった。７０℃の溶液から、２５℃に冷えたときには

結晶になる重さは予想では６．２３−５．２２＝１．０１gなので、実験の方が重かった。試験管の中の残った水溶液は３．

２５gと減ったので、結晶の中に水が取り込まれたのかもしれない。 

 

 

  


